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天文同好會観測部月報

　　　　　　　　　黄道光観測報告（2）

　　　　　　　　　　黄道光課幹事　　亀　井　壽　彦

　本年（1930年）になってからの黄道光観測を一纒にして，報告すること

にしナこ・一月より六月末日までの観測者及び観測日敷，擬測地等は次の通

りである．

舵木目見 岡山縣玉島町 5 11 11 10 2 2 5 46 17→　63

日野　勝 愛媛縣砥部町 4 4 1→　　4

石井千尋 濱松市（三：方ケ原） 】 1 1

亀井毒彦 大分縣臼杵町 5 6 7 2 1 2］ 工24→144

河端定恵 愛媛縣新居濱町 3 1 9 6 19 1→　15

佐藤米茂 島根縣濱田町 4 1 5 11→　15

　　　　　　　　　合計　・1・9・（Ji・・国・l　slg6

観測の概略
　西天に於ける観測は各回測者共に，月明のナこめ毎月大膿16日以後，月末

に亘って行はれてるる．それ等の個々の観測についての詳細なる報告は，

プレテン第166號，第168號，等に掲載獲表されてみるから，本門に於ては，

スケッチにより概略を簡輩に述べるにとS“めるが，凡て貴重なる観測記録

であることを特記しておく．

　（且）一月の東天（日出前）

　荒木氏のみがナこS“一人奮剛されてるる．観測は月初と月末とになされて

る．黄道が低いので見難いであらうとの想像に反し，明るく見えてみる．

頂鮎が凡て黄道の北に10度以上も外れてみるのと，30日に全形が緩かに屡

々南北に3度位動揺してみるのとは，共に珍らしく注目すべき現象であら

う．離角に比して幅の甚だ大きいものが一つある．
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（2）　一一，二，三月の西天　（日浸後）

　例年の通り，前年の十二月から日と共に明るさを増し，大wa　：月中に極

大に達し，三月には幾分の衰えを見せてみるが，観測の愉快さを減する程

では決してないから，興味深くスケッチされてるる．

　荒木氏の一月に於ける観測では，頂鮎は良好道上にあるか僅かに外れて

みるが，北に7度程偏してみるスクツチがナこs“一一個最大である．　（21日）

叉，明るさの中心線が全形の北に偏つナこもの（29日，一3月17日も同様）と，

三石が著しく圓味を帯ぶもの（3⑪日）とが各一個ある．二月に於ては，黄

道光帯を三回程記録されてみる．20，21，22，27日には，外形の南側が底

部の近くで急に外方へ折れてみることが認められてみる．下旬以後は頂鮎

附近の木星の光輝に多少妨げられてみる．三月に於ては，一，二爾月に比

し離角と幅とが少し小さくなってみる．頂黙を結んでみないものが二，三

ある．22，23廿日の外形の南側の底部は南方へ少し曲ってみる．25日には

一月東天の31日の如く，全形が動揺するのを確めてゐられる．三ケ月を通

じて清長を認められた夜が甚だ多い．以上の他には特異的と思はれる観測

はないやうである．

　日野氏の観測は凡てが細長くスケッチされてるる．と云ふ以外には特記

すべきことがない．

　石井氏は濱松飛行第七聯隊にて軍務の膝暇に報告されナニので，他の夜に

も親望されナこことが附記されてあるが，スクツチは添えられてみない，

　鉋井口の槻測には，甚だしい清長を認めた時には離角の非常に減少して

みる記録もある（1月29日）が，その他の続合には，外形のスクツチが皆よ

く似てみて，一つの型に嵌ってみるかの如くに見えて攣化に乏しい．特異

的とすべきものとしては，2月1日に底部に淡い二日月のある時の規測で，

明るさの中心線が月の北にあって，全形の北にも少し偏してみるのと，3月

31に底部を認め得すして，南北雨側が頂黙のやうに圓く一致してみて，楕

圓形に見えてみるのとがあるのみである．後者は底部のシー一　aングも最良

であったのだが，非常に淡くあっナこ爲であらう．
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　河端氏の一，二軸月の報告にはスケッチが添附されてみない，3月21日

の観測に於ては，明るさの中心線が北に偏ってみるが，その他のスケッチ

には目を惹く黙はない．溝長を認められてみない観測が少ない．

（5）四，五，六月の西天　（日没後）

　四月以後は黄道光観測者の西天に於ける受難期である。2Pち，三月の幾

分の嚢えが更に四月より五月へと，漸進的に著しくなり，外形も多少小さ

くなって煮るが，そればかりではなく，銀河に妨げられるので何となく観

測上の興味が薄くなるからである．そして附随的に氣乗りがしなくなって

しまふが，この事實は誰もが張く否定しないであらうと思はれる．次いで

六月に至れば銀河の妨げは全く脱するが，地ZF線に封ずる黄道の傾斜角が

一層小さくなるから随分淡くなる．從って，観測上の困難は少なくないわ

けであり，尚その上，我が國では梅雨期であるので，観測激は少ない．この

受難期の観測を見るに，

　荒木氏の四月中の二回のスケッチには，頂鮎が銀河の申にあるナこめ決定

されてるない．5月24日には明るさの中心線が黄道に一致してみるにか5

はらす，頂黒占は黄道の北3度の貼にあり，25日にも同じく北3度李の黒占に認

められてみる．そして，後者は外形の北側が黄道に殆んど李行，前者はそ

れに近い．

　＄井面の五月中の一回の観測の頂鮎の位置は，黄道の北7度の鮎にある．

非常に淡く小さく見てみて，凡てに不IE確との註が加へられてある．

　河端氏には雲に邪魔されナこにか〉はらす，その切間より観測されナこので，

スクツチのみ出來なかったとの記録が二個ある．他の日の四個のスケッチ

を見るに，いつれも外形が小さい．そして，21，22雨日の外形には全く差

がなく，頂門が黄道の南に1度李程外れてみるが，それはその位置に輝いて

みる木星の影響であらう（？）．明るさは前日の方が僅かに勝ってるる．27

日には銀河の妨1ナで頂黒占の位置が決定されてるない．

　佐藤氏も亦四月中の謡曲に煮て，頂黒占に於ける銀河の妨げを不快とされ

てみるが，その位置は困難ながらも決定されてるる．大丁丁道上にあり，
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26，27爾日のは圓味多く，後者の頂黒占に於ての黄道の南2度の瓢より北3度

の黙へ，全形の上如露が移動したのを確められてみる．そして，これは銀

河による影響に付すと断られてみる．

　なほ，四月中には光申に木星が輝いてみたので，誰もが多少の影響を感

じたものと思はれる．

　六月に於ける親測は，本日迄の報告によれば，梅雨霧の宵室に五日聞六

回の好成績を得られた荒木氏のみによりてなされてるる．明るさは甚だ淡

いが，いつれも離角90度以上，幅の最小29度以外は40度内外であるから

（五月中のスケッチに似てみるが，本月の方が凡て大きい），淡くして大き

いのが六月の特長かと思はれる．そして更に興味を応えさせる特異性は．

頂勲に圓味がなく，黄道の北に偏すること，16日には2度孚，17，21七日に

は11度傘，22日には11度孚及び16度，23日には9度で，外形の北側が殆んど

正しく黄道に李行であり，明るさの中心線が大藩北方に偏してみることで

ある，

　離　角　と　幅

　各槻測者の離角と幅とについては，表にして次頁に示してあるが．これ

につき少しく附記しやう．盛者の李均値等は凡て本年に於ける明るい時期

の，一一一■，二，三月中の槻測より選んで求めtこのであって，Zド均されナこ観測

数が甚だ僅少であるため，た“輩に大庭を窺知しやうと云ふ目的以外には，

殆んど何程の贋値もないであらうと考へられるから，槻分時と薄明とにつ

いては，その關係を無視しナこ．が，シー一・1ングのみについては考慮して，

Vel“y　Clearと　Clearの時の記録ばかりを選出しナこ．清長による値につい

ては省略しナこ．佐藤氏のは，四月中に於てシーイングの最良の揚合がたS“

一回だけなので．それを抄録して滲考としナこ．それ以前に於ける親測がな

いのは遺憾である．

　次に表巾の幅につき説明しておきたい．離角はその李均値を以て直ちに

各槻測者聞に比較出來るが，幅は普通には底部に於て明るさの中心線に封

し直角に測ってみるのであるから，それの不均値を以て直ちに他者のそれ

との比較は丁丁ないわけである．何故なら，普通，底部と漠然ナこる一定は
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あるやうなもの〉，敷量的に各館聾者に共通に一定されてあるのではない

ナこめ，測られナこ位置が滑々であるからである．で，この測るべき位置を一

定しなければならない．そのナこめに，頂鮎より底部に於ける普通の測幅鮎

までの長さ　　帥ち，地堤線上に見えてゐナこ殆んど全部の長さ　　を調

べて，それが離角の幾パーセントに當ってみるかをみて，更にその凡ての

李均値を，各観測者に共通に，なるべく普通の測1隔瓢に近いやうな鮎に求

めナこのである，そして，この位置が頂窯より離角の40パーセント（内外）の

鮎に見出されナこので，この瓢に一定しナこわけである．つまり，各観測者の

個々の観測の全部が頂黙より．離角の40パーセントだけスケッチされてる

るものと假越して，その貼に於て幅を測ったわけである．云ふまでもなく

それ以下の實際に見えてゐナこ底部のスケッチは切捨ナこわけだが，その部分

は割合に少ない．この反封に40パーセントに満たないスケッチがあっナこが，

それ等は推量的に補筆しナこ，帥ち，直行の幅の方が前行のそれよりも大き

くなってみるもので，荒木氏の1月1日及び2月1，2爾日，河端氏の3月30日

のがそれである．

　この一定の位置に於ける幅も，明るさの中心線に幽し直角に測つナこのは

勿論である．

　この表により，荒木氏の槻測が離角，幅共に断然最大であることは一口

瞭然し，河端氏のは離角は最も小さいが，幅のパーセシテーヂが割合に大

きいから，大唐，嶋木氏のスケッチを比例的に縮小しナこやうな観測をされ

てみるわけである．日野，竈井湯麺のスケッチは，三二のそれよりも細長

いことを容易に想像し得るであらう．一若し，スクツチの大きさの順位

について興味を起されるならば，荒木氏が第一位を占めてみるのは明白で

あみが，聖篭のそれについては，一瞥即蜥は困難であるから，一つの定定

でも考へなければ，直ちに簡明には定められない．で，これによるならば．

離角に封ずる幅のパーセンテーヂは，遮断測者のスクツチが凡て離角100

度であっfこと假煙しナこ揚合に，頂鮎より離角の40パーセントの位置に於て，

認められるであらうところの幅な示してみるから，それの李均笹の大小に

從へばよいわけである．（1930．6，30・）


